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流域での除染が河川の放射性セシウム動態に与える影響 

谷口圭輔，倉元隆之（福島県環境創造センター）， 

恩田裕一（筑波大学），吉村和也（JAEA） 

 福島県内では、原発事故による汚染からの復興のため、都市域、農地、道路、および生活圏付近の森

林で除染作業が実施されている。除染は、現地の空間線量率の低下を目的に実施されているが、流域内

で行われた除染作業が、河川の放射性セシウム移行に与える影響についても評価が必要である。本研究

では、県内を流れる河川に設置された観測点における動態調査の結果をもとに、河川の放射性セシウム

濃度やフラックスに除染が与える影響について考察し、流域の除染により河川を流れる放射性セシウム

濃度もまた著しく低下したことと、客土された土砂が大量に河川に流入し、濃度低下に影響している可

能性があることが示された。 

1. はじめに

福島県川俣町の山木屋地区では、除染特別地域として国直轄による本格除染が実施された。同地域では、平

成 25～26 年度を中心に住宅・森林・道路・農地に対して除染が実施され、平成 27 年 9 月の豪雨で被害を受

けた一部の農地を除く全区画で予定の作業が終了している（平成 27年度末現在）。 

2. 研究方法

福島県環境創造センターと筑波大学では、県内を流れ

る河川において放射性セシウムの移行状況調査を行っ

ており、浮遊砂サンプラーで捕集した懸濁物質（SS）の

放射性セシウム濃度を測定し、濁度・水位データと合わ

せて放射性セシウムフラックスの算出を行っている。山

木屋地区では、口太川とその支流の水境川にそれぞれ 1

点ずつ観測点を設けており、平成 23 年 6 月からデータ

が蓄積されている。 

3. 結果

口太川と水境川における、事故後 5年間の懸濁態放射

性セシウム 137濃度の経時変化を、図 1に示す。初期の

急速な濃度低下（実効半減期 0.21-0.64 年）の後、事故

後 3 年目（平成 25 年度）には、放射性セシウム濃度の

減少は著しく鈍化していた（実効半減期 2.1-2.2年）。し

かし、事故後 4年目に入ると、放射性セシウム濃度の値

が急激に減少している。この濃度低下傾向の急変の時期

は、農地の除染が本格的に実施された時期と重なる。平

成 27 年 9 月には、台風接近にともなう集中豪雨が発生

したが、この後、口太川においてはさらに著しい放射性

セシウム濃度の低下が見られている。河床には除染後の

農地から流入した多くの土砂が堆積しており、これが濃

度低下に寄与している可能性がある。 
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図 1: 山木屋地区における河川の懸濁態 Cs-137

濃度の変化。本格除染で農地の除染が実施され

た平成 26年度に、急激な濃度低下がみられる。 
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